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下値に押し目買いが入り始めた米国株
ポイント①下値に押し目買いが入り始めた米国株

波乱の展開が続いてきた米国株ですが、足元で⽇
中の値動きに下値抵抗力が出始めるなど、変化の
兆しが出てきました。

S&P500種株価指数とハイテク株主体で構成され
るNASDAQ100の⽇中安値から終値までの戻り
率は、5月25⽇まで4営業⽇連続で1％以上と
なっており、4月には一度も⾒られなかった現象が起
き始めています（右上図）。同戻り率の平均値を
みると、4月はS&P500種株価指数で0.66％、
NASDAQ100は0.88%でしたが、5月は前者が
1.33%、後者が1.67%と4月と比べ2倍前後の
戻り率となっています。これは下値での押し⽬買い
需要が増加していることを⽰唆しているともいえ、こ
れまでの下落一辺倒の相場環境が転換しつつある
タイミングに入ってきたと考えられます。

ポイント② 市場心理は改善に向かう公算も

市場の変動率を⽰すボラティリティ・インデックス（別
名：恐怖指数）は足元では落ち着きを取り戻しつ
つありますが、現時点でまだ高水準であることから、
投資家心理が完全に好転したとまではいえません
（右下図）。

しかし、ここにきてFRB（米連邦準備制度理事
会）高官から、景気をふかしも冷やしもしない中立
金利以上に利上げを行なった後は、利上げを一旦
打ち止めし、インフレや景気動向を⾒守るとの発言
も⽬立っており、過度な金融引き締め懸念が和らぎ
つつあります。また、中国の上海市が都市封鎖解
除に向けた道筋を⽰すなど、夏場以降の中国景気
の持ち直しに対する期待も一部で高まっています。
潮⽬の変化に備え、米国株への押し⽬買いを入れ
るのも一手ではないでしょうか。

S&P500とNASDAQ100の日中安値からの戻り率

S&P500とNASDAQ100のボラティリティ・インデックス

期間：2022年4月1⽇～2022年5月25⽇、⽇次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：2022年1月3⽇～2022年5月25⽇、⽇次
・ボラティリティ・インデックスとは米シカゴ・オプション取引所が、S&P500種株価指数や
NASDAQ100を対象とするオプション取引の変動率を元に算出、公表している指数。一般的に
同指数の数値が高いほど、投資家の先行き不透明感が強いとされる。
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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